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2008年 10月 29日、「第31回東京旭川会総会・懇親会」が

西新宿のハイアットリージェンシー東京で開催されました。

阻 川在京の高校同窓会の活動紹剣 と「同窓会ネットワー列 など、

今回は、⊃ の新しい提案があり、会場が大いに盛り上がりました。
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［総
　
〈
菖

西
川
市
長
を
ご
就
任
後
に
初
め

て
お
招
き
し
た
昨
年
の
第
三
十

一
回
総
会
か

ら
早
く
も

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
も
懐

か
し
い
会
場
に
は
、
故
郷
旭
川
を
想
う
人
々

が
集
り
始
め
ま
し
た
。
初
参
加
の
方
、
再
会

を
分
か
ち
合
う
方
々
で
、
開
会
前
の
ロ
ビ
ー

は
賑
わ
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
会
の
時
間
を
迎
え
た
午
後
六

時
、
司
会
を
務
め
る
安
丼
規
雄
幹
事
の
開
会

挨
拶
の
後
、
竹
原
会
長
が
議
長
と
な

っ
て
、

「
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報

告
」

「
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予

算
案
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

［懇
親
会
］

懇
親
会
は
、
松
原
愛
幹
事
の

司
会
に
よ
り
、
大
き
な
拍
手
の
中
で
、
御
来

賓
の
入
場
と
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
竹
原

会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
西
川
市
長
の
ご
挨
拶

に
は
会
場
か
ら

一
段
と
大
き
な
拍
手
が
湧
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
毎
年
お
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
た

度
な
浦
』
御
劉
哺
車
峰
端
莉
秦
御
Ю
」
囃
雌

川
観
光
協
会
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ

ま
し
た
。

会
場
に
集
ま

っ
た
全
て
の
参
加
者
は
旭
川
の

益
々
の
発
展
を
願
い
、
杯
を
上
げ
ま
し
た
。

会
場
の
中
央
に
は
ず
ら
り
と
旬
の
食
材
を
活

か
し
た
豪
華
な
料
理
が
並
び
、
旭
川
ラ
ー
メ

ン
コ
ー
ナ
ー
、
海
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
旭

川
の
特
産
品
を
調
理
し
た
郷
土
品
コ
ー
ナ
ー

も
大
人
気
。
お
酒
を
飲
み
、
料
理
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

三
度
目
の
お
招
き
を
し
た
西
川
市
長
が
会

場
内
の
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
ら
れ
る
度
に
、

賑
わ
い
の
輪
も
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。

毎
年
恒
例
に
な

っ
て
い
る
大
人
気
の
空
く

じ
な
し
の
大
抽
選
会
が
始
ま
り
、
今
回
も
会

場
内
に
は
歓
喜
の
拍
手
や
笑
顔
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
今
回
が
第

一
回
目
と

な
る

「
旭
川
在
京
の
高
校
同
窓
会
の
紹
介
」

が
始
ま
り
、
壇
上
に
は
旭
川
工
業
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
の
太
田
明
会
長
以
下
、
代
表
者

６
名
が
揃
い
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
活
動
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
東
京
旭
川
会
の
幹
事
役
員
と
し

て
も
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
東
高
東
京
同

窓
会
会
長
の
安
丼
規
雄
さ
ん
、
北
高
東
京
同

窓
会
会
長
の
河
原
惟
臣
さ
ん
、
商
業
高
校
同

窓
会
東
京
支
部
長
の
横
田
茂
さ
ん
も
壇
上
に

上
が
り
、
旭
川
の
在
京
高
校
同
窓
会
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
繋
げ
て
い
こ
う
、
と
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
は
、
今
後
を
期
待
し
、

賛
同
す
る
方
々
の
拍
手
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
８
時
、
岩
崎
旭
川
市
議
会
議
長
の
発

声
に
よ
る
締
め
で
終
宴
。
参
加
者
は
楽
し
か

っ
た
思
い
出
を
胸
に
翌
年
の
再
会
を
約
し
、

家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

簾事ギ孵
‐欝響ツ



［旭
川
市
関
係
者
］

■
旭
川
市
長

■
旭
川
市
議
会
議
長

■
旭
川
観
光
協
会
会
長

■
旭
川
空
港
ビ
ル
閉
代
表
取
締
役
社
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
専
務
理
事

■
旭
川
市
総
合
政
策
部
長

■
旭
川
市
商
工
観
光
部
長

■
旭
川
市
議
会
事
務
局
長

■
旭
川
観
光
協
会
事
務
局
長

■
旭
川
空
港
ビ
ル
閉
総
務
部
次
長

■
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

■
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

［ご
来
賓
］

■
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
国
際
部
長

■
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長

■
北
海
道
国
際
航
空
閉
代
表
取
締
役
社
長

■
北
海
道
国
際
航
空
関
東
京
支
店
長

■
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
い
営
業
推
進
部
専
任
部
長

■
男
山
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

■
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ω
秘
書
室
長

■
北
海
道
国
際
航
空
関
東
京
支
店
主
席

西
川
　
将
人
様

岩
崎
　
正
則
様

山
崎
　
博
幸
様

菅
原
　
功

一
様

佐
藤
　
和
明
様

表
　
　
壼思
章
様

重
野
　
健

一
様

森
下
　
一九
　
様

越
智
　
修

一
様

奥
山
　
雄
児
様

今
　
賢
太
郎
様

宮
野
　
華
奈
様

北
野
　
宏
明
様

楢
木
　
秀
雄
様

淡
路
　
均
　
様

末
富
　
義
仁
様

倉
持
　
幸

一
様

山
崎
興
四
良
様

山
村
光
太
郎
様

八
木
澤
和
夫
様

［出
席
者
］

有
本
　
誠

石
野
　
博
子

伊
塚
　
清

今
丼
　
田
津
子

今
川
　
守

今
村
　
謙

一

岩
垂
　
由
紀
子

岩
渕
　
清
司

植
木
　
宏
昌

上
野
　
敦
子

太
田
　
明

大
竹
　
龍
雄

大
西
　
幸
男

大
場
　
孝
仁

大
屋
　
道
夫

小
川
　
勝
也

加
藤
　
桂
子

河
野
　
一
生

河
野
　
豊

河
原
　
惟
臣

北
村
　
武
宏

熊
谷
　
康
治

黒
川
　
員
理
夫

鴻
上
　
修

一

木
幡
　
功

小
柳
　
武
二

櫻
丼
　
悠

佐
々
木
　
隆
博

佐
藤
　
美
紀

柴
田
　
良
成

島
田
　
豊

島
田
　
一暴
明

島
田
　
み
き

菅
丼
　
周
二

宗
万
　
裕

宗
万
　
由
美
子

高
尾
　
榮
二

高
橋
　
照
美

高
畠
　
政
雄

竹
原
　
茂
雄

中
村
　
泰
敏

那
須
　
利
雄

名
畑

西
木
戸

西
村

拓
洋孝

夫

西
谷
内

野
作

長
谷
川

長
谷
川

明力
也

雅
章明

子
満

原
　
公
朗

原
　
一家
正

板
東
　
勝
利

板
東
　
幸
子

引
地
　
震
博

廣
野
　
車貝
之

平
本
　
信
夫

古
澤
　
正
夫

ペ
ッ
キ
　
知
花
衣

堀

　

晃

堀
日
　
正
顕

堀
田
　
康
雄

牧
田
　
紀
子

松
田
　
勇
三

松
原
　
愛

三
井
　
尚
美

三
垣
　
正
憲

宮
森
　
信
之

茂
木
　
信
昭

森
山
　
広
子

安
丼
　
規
雄

柳
本
　
正

山
崎
　
脩
五

山
原
　
正
博

山
本
　
剛

横
倉
　
博

横
田
　
茂

横
峰
　
昇

和
気
　
敏
明

※
敬
称
略

ご

協

賛

・
ご

協

力

御

礼

旭
川
市
長

旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

旭
川
市
水
道
局
総
務
課

旭
川
市
経
済
観
光
部

旭
川
市
農
政
部

旭
川
市
議
会
議
長

旭
川
商
工
会
議
所

社
団
法
人
旭
川
観
光
協
会

（株
）
旭
川
振
興
公
社

旭
川
空
港
ビ
ル
（株
）

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（株
）

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
（株
）

（株
）
サ
サ
キ
エ
芸

佐
賀
孝
郎
商
店

藤
原
製
麺

（株
）

今
野
醸
造

（株
）

（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し

（株
）
毎
日
新
聞
社

北
海
道
国
際
航
空
（株
）

男

山
（株
）

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）

（株
）
ハ
イ
ア
ツ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京



第

二

十

回

郷

土

訪

間

じ

原

　

一豪

正

『
想
い
出

ｏ

（
二
重
母
校
の
こ
と
）
」

故
郷
の
地
に
立

っ
て
想
い
駆
け
め
ぐ
る
も

の
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
少
年
期
の
鮮
烈
な
残

像
な
の
で
し
ょ
う
か
。

第
二
次
大
戦
が
敗
戦
に
向
か
う
兆
し
が
見

え
は
じ
め
た
昭
和

一
九
年
、
戦
争
遂
行
の
た

め
に
と
北
海
道
庁
立
旭
川
商
業
学
校
は
工
業

学
校
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（旭
川
に
は
創
立
後
年
月
は
浅
か

っ
た
の
で

す
が
、
す
で
に
北
海
道
庁
立
旭
川
工
業
学
校

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
に
で
す
）

学
校
名
も
北
海
道
庁
立
旭
川
第
二
工
業
学

校
と
改
ま

っ
た
そ
の
年
の
四
月
、
小
学
校
を

卒
業
し
た
私
は
そ
の
第

一
期
生
と
し
て
建
築

科
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
は
敗
戦
。

学
校
制
度
改
革
。
教
育
年
限
は
六

・
三

・
三

制
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
わ

れ
ら
が
母
校
は
ま
た
元
の
商
業
学
校
に
戻
る

と
い
う
の
で
す
。
校
名
は
北
海
道
立
旭
川
商

業
高
等
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

「
商
業
を
学
び
た
い
生
徒
は
本
校
に
残
れ
。

工
業
の
学
業
を
続
け
た
い
者
は
第

一
工
業
学

校

（現
北
海
道
立
旭
川
工
業
高
等
学
校
）
が

受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ら
そ
ち
ら

へ
行
け
」

と
指
示
さ
れ
私
は
工
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
次
第
で
私
は
旧
制
の
四
年
間

を
現

・
旭
商
で
、
新
制
高
二

上
邑
二
の
二
年

間
は
現

・
旭
工
に
在
籍
し
ま
し
た
。

同
窓
会
名
簿
は
卒
業
生
名
簿
で
す
か
ら
四

年
間
在
籍
し
て
も
旭
商
の
名
簿
に
わ
れ
わ
れ

工
業

へ
転
出
組
の
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
出
来
事

・
（素
晴
ら
し
い
贈
り
物
こ

二
十
二
年
ぶ
り
に
四
年
間
学
ん
だ
懐
か
し

い
母
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
時
、
偶
然
と

幸
運
が
重
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
荻
野
慶
博

先
生
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
で
す
。
先
生
は

旭
商
同
窓
会
の
常
務
理
事
の
他
多
く
の
役
職

に
就
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
突
然
訪
問
し
た
私

を
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

先
生

「
こ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
は
卒
業
の
有

無
に
拘
わ
ら
ず
本
校
の
同
窓
生
で
す
」
と
の

仰
せ
。
後
日
丁
重
な
お
便
り
を
戴
き
ま
し
た

「
旭
商
同
窓
会
総
会
で
は
恒
例
の
卒
業
六
十

年
の
祝
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
貴
方

た
ち
で
す
。
遠
慮
せ
ず
に
出
席
を
」
と
嬉
し

い
お
招
き
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
を
毎
回

「
郷
土
訪
問

の
旅
」
の
面
倒
を
見
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
東

京
旭
川
会
事
務
局
長
小
柳
武
二
氏
に
お
話
し

し
た
と
こ
ろ

「
貴
方
は
旭
商
の
同
窓
生
で
す
。

旭
商
同
窓
会
東
京
支
部
に
も
出
席
を
」
と
重

ね
て
嬉
し
い
お
招
き
で
す
。

今
回
の
出
来
事
す
べ
て
は

「
郷
土
訪
間
の

旅
」
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
で
し
た
。

平成20年 4月 2日 (水)            ヽ

武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者9名

横田 茂 グロス94 HDCP21.60 ネット72.40

木幡 功 グロス102 HDCP25.20 ネット76.80

高橋正夫 グロス102 HDCP22.80 ネット79.20

員鍋勝美 グロス94

平成20年 10月 9日 (木 )

武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者8名

堀  晃 グロス104 HDCP28.80 ネット75.20

高橋正夫 グロス94 HDCP20.40 ネット75.60

豊田幸治 グロス117 HDCP36.00 ネット79.20

高橋正夫 グロス96

■ 開催 日

■ 場 所

■ 優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ ベスグロ

■ 開催 日

■ 場 所

■優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ ベスグロ

東京旭川会
ゴル フ親 E圭 会 の ご案 内

2009年 も、春と秋にゴルフコンペの開催を予定していま九

旭川市及び近交Б出身でゴルフに興味がある方は、まだまだ

大勢いらっしゃることと思いま九 ぜひ、ご一緒にラウンドし

ましょう。底抜けに楽しいひと時となることをお約束しま九

■ 開催 日:平成21年4月 9日 (木 )

■ 場 所 :武蔵富士カントリー倶楽部

6組 を予定 しており、振るっての参加お待ちしております。

● 世話人幹事 :ノjW口 武二 (東京旭川会事務局長 )

丁EL.048‥ 251‥ 8605
■第37回 ゴルフコンペの参加者



出
席
者

旭
川
東
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

・
△
石
　
長
　
　
安
井
　
規
雄

ｏ
副
会
長
　
　
加
藤

桂
子

・
事
務
局
長
　
中
村
　
泰
敏

旭
川
西
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

・
△
石
　
長
　
　
綱
島
　
正
寛

・
幹
事
長
　
　
鈴
木
　
啓
正

旭
川
北
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

ｏ
△
石
　
長
　
　
河
原
　
惟
臣

・
幹
事
長
　
　
浦
木
　
　
勲

永
農

・
旭
農
同
窓
会
東
京
支
部

・
副
支
部
長
　
舘
小
路
　
哲
矢

旭
川
工
業
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

・
支
部
長
　
　
水
留
　
英
昭

ｏ
副
支
部
長
　
山
原
　
正
博

旭
川
商
業
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

・
支
部
長
　
　
横
田
　
　
茂

・
副
支
部
長
　
大
場
　
孝
仁

東
京
旭
川
会

・
△
石
　
長
　
　
竹
原
　
茂
雄

・
副
会
長
　
　
原
　
　
公
朗

・
事
務
局
長
　
小
柳
　
武
二

・
幹
　
事
　
　
山
崎
　
脩
五

三
橋
　
愛
理

第
三
十
二
回
総
会
の
中
で
提
案
さ
れ
た
同

窓
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
第

一
歩
と

し
て
、
平
成
二
十

一
年
二
月
二
十
八
日
に
、

東
京
に
所
在
す
る
六
校
の
同
窓
会
の
代
表
者

を
招
き

「
同
窓
会
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

東
京
旭
川
会
竹
原
会
長
が
所
用
で
遅
れ
た

た
め
原
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
山
崎
幹
事
が

サ
ミ
ッ
ト
の
司
会
進
行
を
担
当
し
ま
し
た
。

司
会
　
　
私
た
ち
の
同
窓
会
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
が
り
、
ふ
る
さ
と
に
向
け
て
の
貢

献
を
始
め
る
と
す
る
と
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
み
た
い
で
す
か
？

こ
の
質
問
に
対
し
て
、
参
加
者
は
Ａ
Ｂ
Ｃ

の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
出
し
た

後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
発
表
し
ま
し
た
。

〈
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
　
河
原
惟
臣
さ
ん
〉

在
京
者
と
し
て
ふ
る
さ
と
に
何
が
で
き
る

か
と
い
う
視
点
で
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
四
人

一
人
ひ
と
り
意
見
を
順
に
伝
え
ま
す
。

一
つ
め
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
ふ
る
さ
と
納

税
で
す
。

二
つ
め
は
、
母
校

へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
。

旭
川
の
高
校
で
生
徒
達
に
向

っ
て
、
大
学

ヘ

進
む
な
ら
ば
、
文
系

・
理
系
が
あ
り
、
社
会

へ
出
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
が
あ
る
。
大
学
院
も

あ
る
。
社
会
に
出
る
な
ら
ば
、
民
間
、
教
員
、

公
務
員
、
ど
の
よ
う
な
道
が
開
け
る
か
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
ま
す
。

私
は
北
高
で
す
が
、
高
校
２
年
生
全
員
に
講

堂
に
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
い
、
先
輩
達
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
ま
す
。
生
徒
か
ら
の

質
問
も
受
け
ま
す
。
非
常
に
好
評
な
よ
う
で
す
。

東
京
で
は
こ
う
い
う
仕
事
が
有
る
、
先
輩
は

ど
う
し
て
い
る
か
を
、
私
た
ち
が
伝
え
る
こ

と
で
、
大
き
な
貢
献
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

三
つ
め
は
、
旭
川
の
農
作
物
。

私
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
旭
川
の
農
作
物
は

お
米
も
、
イ
モ
も
、
カ
ボ
チ
ャ
も
、
本
当
に

美
味
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
て
広
め
て
、
さ
ら
に
購
入
も
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、

「
あ
な
た
は
何
処
の
出
身
」
と

問
か
れ

「
旭
川
」
と
答
え
た
と
き
、

「
こ
ん

ど
旭
川

へ
行
く
ん
だ
け
れ
ど
美
味
し
い
と
こ

ろ
な
い
？
」
と
聞
か
れ
た
時
、
我
々
は
あ
ま

り
情
報
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
我
々
の
努
力

も
不
足
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
時
に
、
皆
さ
ん
に
ご
案
内
で
き
る
よ

う
な
資
料
を
用
意
し
て
、
旭
川
の
良
さ
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

市
デ
（
呻
寿
け

し
い
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。
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プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
努
め
る
中
村
泰
敏
さ
ん

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
努
め
る
山
原
正
博
さ
ん

そ
れ
で
は
次
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〈
Ｂ
グ
ル
ー
プ
代
表
　
中
村
泰
敏
さ
ん
〉

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
同
窓
会
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
意
見
が
出
ま

し
た
。
同
窓
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
東
京
旭

川
会
に
所
属
す
る
も
の
な
の
か
？
そ
う
で
は

な
く
、
外
郭
の
組
織
と
し
て
在

っ
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
で
す
。
各

同
窓
会
の
会
長
か
ら
事
務
局
長
ま
で
の
方
が

参
加
す
る

「
飲
み
会
」
な
ど
の
親
睦
会
で
良

い
。
そ
し
て
情
報
交
換
を
す
る
。
そ
れ
が
同

窓
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。
貢
献
と
い
う
の
は
重
た
い
。

「
寄
付
」

と
か

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
頭
に
浮
か
び
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
各
自
個
別
で
す
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

農
産
物
で
は
、
米
、
野
菜
な
ど
旭
川
に
は

美
味
し
い
物
が
た
く
さ
ん
有
り
ま
す
。
農
協

を
通
し
て
消
費
す
る
、
何
割
引
か
で
購
入
す

る
こ
と
な
ど
が
で
き
れ
ば
、
地
場
産
業
に
も

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
家

具
、
木
工
品
も
良
い
物
が
多
い
の
で
す
が
、
見
な

い
と
分
か
ら
な
い
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
購
入
す
る
な
ど
で
貢

献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
も

っ
と
ソ
フ
ト
に
し
た
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

高
校
同
窓
会
の
つ
な
が
り
は
同
窓
会
の
間
で

や

っ
て
も
ら
い
、
東
京
旭
川
会
は
そ
れ
を
利

用
す
る
の
で
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

意
見
で
す
。

（拍
手
）

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は

次
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
意
見
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。

〈
Ｃ
グ
ル
ー
プ
代
表
　
山
原
正
博
さ
ん
〉

今
回
、
こ
う
い
う
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
会
員
を
募
集
す
る
案
内
を
各
校
同
窓

会
に
お
願
い
す
る
と
い
う
の
は
如
何
で
し
ょ

輝
¨
ｒ
議
詢
微
”
蒙
漱
赤
練
刹
馴
峰
章
“
唯

２
番
目
は
、
同
窓
会
サ
ミ
ッ
ト
を
継
続
的
に

行
な
う
こ
と
で
す
。
我
々
の
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
と
い
う
意
見
で
す
。

３
番
目
は
何
を
貢
献
す
る
か
？
と
い
う
問
題

で
す
。
旭
川
市
か
ら

「
何
を
望
ん
で
い
る
か

」
を
伝
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し

「
何
が

で
き
る
か
」
。
出
来
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
出

来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
こ
と
で
応
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

４
番
目
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
。
私
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
す
で
に
納
め
て
い
る

方
が
お
り
、
個
人
の
負
担
は
少
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

司
会
者
　
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
素
晴
し
い
ご
意
見
を
い
ろ
い
ろ
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
食
後
、

「
母
校

へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

と

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
、
詳
し
い

内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に

も
、
各
同
窓
会
の
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
シ

ェ
ア
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
東
京
旭
川
会
の
総
会
も
、
同
窓
の
方
と
出

会
う
場
と
し
て
利
用
で
き
そ
う
だ
」
と
の
ご

意
見
も
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。

次
の
同
窓
会
サ
ミ
ッ
ト
は
５
月
９
日
に
開

催
予
定
で
す
。
本
国
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、
次
回
は
さ
ら

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
窓
会

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
、
価
値
な
ど
に
つ

い
て
も
、
ぜ
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
事
会
や
総

会
の
場
に
持
ち
帰

っ
た
う
え
議
論
し
て
い
た

だ
き
、
そ
こ
で
の
ご
意
見
を
次
回
の
サ
ミ
ッ

ト
で
お
聞
か
せ
下
さ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

左 :昼食後はそれぞれの同窓会の

現状と課題などについて、闊達な

意見交換が行われました。

右 :東京旭川会総会をプロジェク

ターを使つて紹介。

Aグループ

1 、ふ、るさと納税

2 母校へのキャリア教育

3 〕ヒ海道晨産物の宣伝、購入

4 旭川の観光案内の窓ロ

うまいもの、パークゴルフ

Bグループ

1 同窓会ネットワークの位置づけについて

→旭川会のタト部団体として・・・

2 故郷貢献について具体策

口頭説明 00

Cグループ

1 会員の出席者を増す

(1)各校の支部から入会の案内を出して頂く(幹事。会員)

(2)PR用 の資料の増刷

2 同窓会サ ミットを継続 して行 う

(1)同窓会のit_携 を深めて行く

3 貢献内容の把握

(1)市側の要望を聞き、当会員等の方々 に対し

アンケート調査を行う
°

4 、ふ、るさと納税の実施
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‐」1111111111111111111111111111111111111il」 i‐



北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で

旭
川
の
選
手
が
活
躍

昨
年
の
八
月
八
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
ま

で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
、
九
月
六
日
か
ら
九
月

十
七
日
ま
で
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
、
中
国
北

京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旭
川
か
ら
は
北
京

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
４
人
の
選
手
が
、
北
京
パ

ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
は
１
人
の
選
手
が
そ
れ
ぞ

れ
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
柔
道
女
子
７
０
ｋ
ｇ
級
の
上
野
雅
恵
選

手
は
８
月
１
３
日
に
登
場
。
１
回
戦
か
ら
安

定
し
た
試
合
運
び
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で

は
キ

ュ
ー
バ
の
強
豪

エ
ル
ナ
ン
デ
ス
選
手
と

対
戦
。
上
野
選
手
は
最
初
か
ら
相
手
を
圧
倒

し
、
開
始
か
ら
わ
ず
か
４
６
秒
、

「
朽
ち
木

倒
し
」
で
見
事

一
本
勝
ち
を
収
め
、
五
輪
２

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
柔
道
女
子
で
の
五

輪
２
連
覇
は
、
今
回
五
輪
５
大
会
連
続
で
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
谷
亮
子
選
手
と
、
ア
テ
ネ

と
北
京
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
谷
本
歩
選

手
に
続
く
３
人
目
。
上
野
選
手
の
２
連
覇
は

柔
道
界
に
燦
然
と
輝
く
偉
業
で
あ
り
、
旭
川

市
民
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
方
々
に
夢
と
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

ア
テ
ネ
に
続
き
２
度
目
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

出
場
と
な

っ
た
高
平
慎
士
選
手
。
八
月
二
十

二
日
、
多
く
の
人
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守

っ

た
陸
上
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
決
勝
で
は
、

芸
術
的
と
い
わ
れ
る
バ
ト
ン
パ
ス
で
塚
原
選

手
か
ら
末
績
選
手

へ
、
そ
し
て
第
３
走
者
の

高
平
選
手

ヘ
バ
ト
ン
が
渡
り
，
高
平
選
手
は

２
位
で
ア
ン
カ
ー
の
朝
原
選
手
に
バ
ト
ン
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。
朝
原
選
手
が
３
位
で
ゴ
ー

ル
を
駆
け
抜
け
た
瞬
間
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
男

子
ト
ラ
ッ
ク
種
目
で
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
日

本
陸
上
界
の
悲
願
が
つ
い
に
達
成
。
日
本
中

が
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

女
子
柔
道
５
７
ｋ
ｇ
級
で
出
場
し
た
佐
藤

愛
子
選
手
は
、

一
昨
年
の
ア
ジ
ア
選
手
権
で

金
メ
ダ
ル
、
世
界
選
手
権
で
は
銅
メ
ダ
ル
と

着
実
に
実
績
を
積
み
上
げ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
の
期
待
が
高
か

っ
た
の
で
す
が
、

３
回
戦
ま
で
進
む
も
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
望
み
を
つ
な
い
だ
敗
者
復
活
戦

で
も
３
回
戦
ま
で
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
の
久
保
倉
里
美
選
手
は
日
本

女
子
と
し
て
は
初
の
１
６
０
０

ｍ
リ
レ
ー
に

出
場
。
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
は
準
決
勝
進

出
を
果
た
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
に

行
わ
れ
た
大
分
国
体
で
は
、
４
０
０

ｍ
ハ
ー

ド
ル
で
来
年
の
世
界
選
手
権
参
加
標
準
記
録

Ａ

（
Ａ
標
準
Ｈ
５
５
秒
５
０
）
を
突
破
す
る

５
５
秒
４
６
の
日
本
新
記
録
で
優
勝
し
ま
し

た
。本

市
出
身
者
と
し
て
は
初
め
て
夏
期
パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
高
田
朋
枝
選
手

（東
京
在
住
）
は
、
目
隠
し
を
し
な
が
ら
鈴

の
入

っ
た
ボ
ー
ル
を
相
手
ゴ
ー
ル
に
投
げ
、

得
点
を
競
う

「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
」
の
日
本
女

子
代
表
と
し
て
北
京
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

総
当
た
り
戦
で
７
カ
国
と
対
戦
し
、
２
勝
５

敗
と
い
う
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

旭
川
は
今
ま
で
に
レ
ス
リ
ン
グ
と
柔
道
で

過
去
５
人
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
排
出
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
北
京
を
合
わ
せ
る
と
金
６
個
、

銅
１
個
で
計
７
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
も
、
惜
し
く
も

メ
ダ
ル
に
手
が
届
か
な
か

っ
た
選
手
も
、
次

に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
を
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

千
字
文
は

「
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
…
」

と
四
字
で

一
句
を
成
し
、
そ
の
間
に
韻
を
ふ

く
ん
で
フ
訃
瓢
風
颯
誦
に
使
用
し
た
も
の
で
、

そ
の
句
数
全
部
で
二
百
五
十
句
、
全
文
の
字

数
千
字
で
出
来
て
お
り
、
世
に
こ
れ
を
千
文

字
と
い
い
ま
す
。

そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
宇
宙
の
大
よ
り
微

物
の
末
に
至
る
ま
で
、
細
大
網
羅
し
て
遺
さ

ず
、
そ
の
用
い
ら
れ
た

一
千
字
の
う
ち
、

一

字
の
重
複
も
な
い
こ
と
で
、
作
者
周
興
嗣
の

苦
心
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。

千
字
文
は
、
周
興
嗣
が
梁
の
武
帝
の
命
を

う
け
て
、
王
義
之
の
書
を
集
め
、

一
夜
の
間

に
こ
れ
を
綴
り
終

っ
た
が
、
苦
思
の
あ
ま
り

一
夜
に
し
て
髪
髪
が
み
な
白
く
な

っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
文
は
こ
の
よ
う
な
制
約
の
も
と
に
、
専

ら
韻
に
か
な
う
よ
う
に
つ
な
い
だ
も
の
で
、

全
編
必
ず
し
も

一
貫
し
た
意
味
は
あ
り
ま
せ

ん
。
従

っ
て
こ
の
註
解
で
も
、

一
句
ず
つ
区

切

っ
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
読

者
に
充
分
な
解
説
を
す
る
に
は
、

一
旬
に
数

頁
を
要
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
其
の
注
解

度
”
「
“
“
″
岬
∝
制
請
は
質
あ
¨
講
¨
慶

ｏ

佐
藤
み
き

さ
ん

仕
事
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
２
７
年
。

週
刊
文
春
の
林
真
理
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

「
今

夜
も
思
い
出
し
笑
い
」
の
イ
ラ
ス
ト
は
毎
週

２
０
年
近
く
載

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
皆
さ

ん

一
度
は
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
の
雑
誌
、
単
行
本
、

ム
ッ
ク
本
、
新
聞
、
広
告
な
ど
の
仕
事
を
多
数
。

こ
こ
数
年
は
旭
川
と
東
京
で
個
展
を
さ
せ

て
頂
い
て
ま
す
。
こ
れ
は

「
母
が
生
き
て
い
た

ら
会
場
に
い
て
喜
ん
で
く
れ
た
だ
ろ
う
な
ぁ
」

と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

今
は
、
旭
川
は
勿
論
で
す
が
、
東
京
で
も

中
学
や
高
校
の
同
期
生
、
同
窓
生
、
先
生
、
東
京

旭
川
会
、
旭
川
出
身
者
の
方
々
が
沢
山
来
て

下
さ
り
、
旭
川
話
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
私

自
身
の
楽
し
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

様
で
旭
川
へ
は
年
に

一
、
一
一回
。
会
期
中
は
１
０

日
近
く
行

っ
て
い
ま
す
。
会
場
で
も
ど
こ
に

で
も
母
が
笑
顔
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ず

っ
と
旭
川
に
住
み
た
い
な

ぁ

ｏ
ｏ
ｏ
帰
る

た
び
に
思
い
ま
す
。
今
年
の
個
展
は
、
東
京

で
は
５
月
１
６
日
～
２
４
日
、
銀
座
伊
東
屋

の
９
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー
。
旭
川
は
８
月
４
日
～

１
０
日
、
ヒ
ラ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
！

東
京
旭
川
会
の
会
員
紹
介

太
田
　
明
さ
ん

観義滓減警察獄崚か
句郡縣林堀日笏餃邪刻簿″林蹂〔型熱級摯甘舞
却翔滋幾

農椰蒻鵠鷲柳執輝「赫（
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な
OJ

ま

Ａ

Ｉ

Ｒ

Ｄ

Ｏ
が

「
も

っ
Ｌ
饉

し

た

―

８
ポ
イ
ン
ト

（８
回
ご
搭
乗
）
で
片
道
タ
ダ
ー

大
好
評
の
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ｏ
の
会
員
制
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ

ｙ

　

Ａ

Ｉ

Ｒ

Ｄ

Ｏ

」

が

更

に

便

利

に

―

「
Ｍ

ｙ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
」
か
ら
申
し
込

み
を
す
る
場
合
、
直
接
無
料
航
空
券
を

予
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

予
約
を
し
た
ら
後
は
当
日
空
港
に
行

く
だ
け
！

「
Ｍ
ｙ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
」
に
ご
入
会
い
た
だ

く
と
、
予
約
が
カ
ン
タ
ン
、
ポ
イ
ン
ト
の
管

理
も
ラ
ク
ラ
ク
で
す
。
お
ト
ク
な
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ
ス
ペ
シ
ャ
ル
や
Ｄ
Ｏ
バ
リ

ュ
ー
運
賃
で
の

ご
搭
乗
で
も
いポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、

里
帰
り
な
ど
で
年
に
２
往
復
さ
れ
る
と
い
う

方
で
も
２
年
以
内
に
４
往
復
で
き
れ
ば
大
丈

夫
で
す
。

ご
入
会
が
ま
だ
の
方
は
今
す
ぐ
ご
登
録
を
！

ご
入
会
登
録
は
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｉ
ｒ
ｄ
ｏ
．
・Ｊ
ｐ
か
ら

「
Ｍ
ｙ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
」
を
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

シ
エ
ア
の
皆
様
に
お
ト
ク
な
運
賃

「
Ｄ
Ｏ
シ
エ
ア
６
０
」
を
ご
存
知

で
す
か
！

満
６
０
歳
以
上
の
方
な
ら
曜
日
に
関
係
な

く
ご
利
用
い
た
だ
け
、
当
日
予
約
も
予
約
変

更
も
出
来
る
便
利
で
お
ト
ク
な
運
賃
で
す
。

例
え
ば
、
４
月
か
ら
６
月
の
東
京
～
旭
川
線

で
は
￥
２
０
，
０
０
０

（
羽
田
空
港
使
用
料

￥
１
０
０
が
別
途
必
要
）
で
す
。

ご
購
入
時
に
年
齢
を
証
明
で
き
る
公
的
証
明

書

（健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
等
）
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

初
一
　
一襦
は
、
昭
和
七
年
の
牛
朱
別

（
ウ

シ

ュ
ベ
ツ
）
川
改
修
工
事

（切
替
工
事
）
の

際
に
、
木
橋
と
し
て
工
費
８
，
６
９
２
円
で

架
設
さ
れ
た
（）

当
初
の
改
修
工
事
計
画
に
は
上
流
側
か
ら

新
旭
橋
、
日
の
出
橋
，
中
央
橋
、
永
隆
橋
の

四
橋

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
永
久
橋
）
し
か
な
か

っ
た
も
の
が
、
地
域
住
民
の
強
い
要
望
で
急

速
、
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
時
期
に
架
け
ら
れ
た
永
隆
橋
の
工
費
１

７
，
１
９
９
円
と
比
べ
る
と
、
木
橋
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
ほ
ぼ
半
分
の
工
費
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
計
画
外
の
追
加
工
事
と
言

う
感
は
否
め
な
い
。

橋
は
そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
緑
色
の

高
欄
を
持
つ
「
ｏ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

（
橋
長

７
２

ｏ
２

ｍ
、
幅
員
７

ｏ
５
ｍ
）
と
し
て
掛

け
換
え
ら
れ
、
現
在
の
橋
長
７
４

ｏ
ｌ
５
ｍ
、

幅
員
１
６

・
５
ｍ
の
彫
刻
橋
と
な

っ
た
の
は

昭
和
六
十
三
年
十
月
で
あ
る
。

（
こ
の
間
、

昭
和
四
十
三
年
に
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た

め
下
流
側
に
歩
道
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
）

３
代
目
に
あ
た
る
現
在
の
橋
の
色
は
や
や
濃

い
緑
で
あ
り
、
２
代
目
の
橋
の
色
は
も
う
少

し
明
る
か

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
定

か
で
は
な
い
。

郵
旭
川
駅
か
ら
市
街
中
心
部
を
通

っ
て

市
立
旭
川
病
院

（通
称
は
市
立
病
院
）

へ
行

く
際
に
渡
る
の
が
こ
の
橋
で
あ
り
、
市
立
病

院
に
家
族
や
友
人
を
見
舞

っ
た
経
験
を
持
つ

人
の
な
か
に
は
、
悲
喜
こ
も
と
も
の
思
い
出

と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
に
と

っ
て
緑
橋
は
、
小
学
生
の
頃
、
市

立
病
院
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

懐
か
し
い
思
い
出
が
多
い
の
だ
が
、
同
時
に

職
場
の
先
輩
に
ま
つ
わ
る
辛
い
思
い
出
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
か
ら
５
年
近
く
前
の
昼
下
が
り
、
不
治

の
病
に
冒
さ
れ
た
先
輩
を
病
室
に
見
舞
い
、

帰
り
に
渡

っ
た
緑
橋
。
そ
の
ゆ
る
や
か
に
ア

ー
チ
を
な
す
歩
道
面
は
、
自
と
緑
の
プ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
市
松
模
様
に
彩
ら
れ
、
そ
の
白
と

緑
と
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
日
に

日
に
重
篤
に
な
る
病
状
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
逃
げ
る
よ
う
に
病
室
を
後
に
し
て
き
た

私
の
眼
に
も
美
し
く
映
え
た
。

モ
ル
ヒ
ネ
で
混
濁
す
る
意
識
の
な
か
で
、

や
り
残
し
た
仕
事
や
部
下
の
こ
と
を
、
半
ば

う
わ
ご
と
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い
た
先
輩
。

そ
の
顔
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
た
ま
ま
の
私

に
は
、
初
夏
の
の
ど
か
な
陽
の
照
り
返
し
を

受
け
、
眩
し
く
輝
く
橋
上
の
情
景
が
何
故
か

腹
立
た
し
く
、
足
早
に
歩
を
進
め
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
先
輩
は
亡
く
な
ら
れ

た
が
、
三
回
忌
が
過
ぎ
る
頃
、
美
し
く
成
長

さ
れ
た
娘
さ
ん
と
、
久
々
の
再
会
を
果
た
し

た
の
も
ま
た
緑
橋
の
上
で
あ

っ
た
。

橋
の
な
か
ほ
ど
に
は
プ
ロ
ン
ズ
像
が
建
つ

（加
藤
顕
清
作

「
人
間
像

・
感
情
」
）
。
両

腕
を
後
ろ
で
組
み
、
あ
た
か
も
緑
橋
を
渡
る

人
の
思
い
を

一
身
に
受
け
止
め
、
苦
悩
す
る

か
の
よ
う
な
表
情
を
見
せ
る
男
性
の
裸
像
。

こ
れ
か
ら
も
緑
橋
と
と
も
に
、
幾
多
の
人

々
の
思
い
を
受
け
止
め
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（参
考
文
献
は
関
根
正
次
著

「
旭
川
の
橋
」
）
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上川農業試験場で誕生した

「上育453号」は、平成20年 8月

「ゆめぴりか」と命名されまし

た。「ピリカ」とはアイヌ語で

“美しい"の意味がありま現

その品種特性としては、や

わらかく、粘りがある。また、

堅 くなりにくい上に、コシヒカ

リ並みのおいしさということn
非常に期待の高いお米 となっ

ております。

来年から一般流通が開始さ

れますので、是非ご賞味くだ

さい。

ゆ
め
ぴ
り
か
誕
生

堀
　
晃
　
写
真
展

『ア
ラ
ス
カ
、
最
後
の
辺
境
』

田一̈̈̈̈̈
一時

輻
¨旭

川
出
身
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
堀
晃

（ほ
り
あ
き
ら
）
氏
が
、
二
月
二
十
日
か

ら
四
月
四
日
ま
で
銀
座
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
待
望
の
写
真
展
を
開
催
。
こ
れ

ま
で
３
０
年
間
、
２
０
回
以
上
通
い
詰
め

た
ア
ラ
ス
カ
を
撮
り
貯
め
た
写
真
を
公
開

し
ま
し
た
。

「３
０
年
前
初
め
て
ア
ラ
ス
カ
を
訪
れ
、

北
極
圏
の
山
の
中
で
遭
遇
し
た
オ
ー
ロ
ラ

の
感
動
は
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

今
、
現
在
街
の
様
子
は
変
わ
っ
て
も
ア
ラ

ス
カ
の
大
地
は
む
か
し
の
ま
ま
で
す
。
毎

回
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
に
圧
倒

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
に
残
さ

れ
た
最
後
の
大
地
を
あ
り
の
ま
ま
伝
え
た

い
。
」

国
巨
鷹
証

同
窓
会
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、　
一
歩
動
き
始

め
た
と
思

い
ま
す
。
必
ず
大
勢

の
皆
さ
ん

の

思

い
を
実
現
す
る
は
ず

で
す
。
希
望
も
、
課

題
も
さ
ま
ざ
ま
に
、
上
手
く

い
か
な

い
こ
と

も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
希
望
は
実

現
す

る
た
め
に
あ
り
、
課
題
は
乗
り
越
え
る

度

に
強
く
な
る
。
上
手
く

い
か
な

い
こ
と
か

ら
、
本
当

の
学
び
が
あ
る
。
そ
れ
を
十
分

に

理
解
出
来

る
経
験
を
経

て
き
た
私
た
ち
が
繋

が
る
と
、
き

っ
と
故
郷

に
届
く
と
思

い
ま
せ

ん
か
？
そ
し
て
、
あ
な
た
が
本
当

に
届
け
た

い
と
思
う

こ
と
は
何

で
す

か
？

（広
報
　
山
崎
脩
五
）

りll だ  よ
ｈ
ソ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

旭
川
市
博
物
館
が

昨年11月 1日 に旭川市博物館

がリニューアルオープンしました。

新しい博 物 館ではアイヌ文化

に重点を置 き、アイヌの人たち

の歴史を紹介するとともに、そ

の文化が現在も継承され発展し

ていることを伝えていきたいと

考えていま現

アイヌの人たちの今まで知ら

れていなかった姿を伝える資料

や、これまでのイメージを一新

するような「交易の民」としての

アイヌの人たちの様子を示す展

示が特徴で現

旭
山
動
物
園
が
映
画
に
！

旭山動物園の奇跡の復活を

描いた映画「旭山動物園物語

～ペンギンが空をとぶ～」が2月

7日 から全国上映されていま現

雪の中でこそ、美しくたくまし

く生きる動物たちの姿を描いた

感動作となっていま
｀
九

また、この映画には旭山動物

園と共に旭川の美しい街並みや

自然がスクリーンに映し出され

ています。ぜひ皆様にもご覧い

ただきたいと思いますЭ

姿
が
見
え
て
き
た
新
駅
舎

JR旭川駅の高架化をはじめ

とする駅周辺開発事業「ゴL彩

都あさひかわ」では、鉄道の高

架や、新しい駅合の樹林をイメ

ージした鉄骨の柱が姿 を現す

など、着々と工事が進んでいま

現 新駅合の内装は、地場産の

木材や家具を使うほか、ガラス

の外壁を生かして明るく開放的

な雰囲気になりま
｀
九

旭川に初めて鉄道が敷かれ

た明治時代から数えて4代 目と

なる新駅合は、平成 23年度の

完成を予定していま
｀
九

ななかまど 30号  2009。4


